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2022年度　京都大会報告
大会幹事長　中野 元太（京都大学）

2022年度の学会大会

は、京都大学宇治キャンパ

スを会場として、10月1日

（土）、2日（日）に開催さ

れました。2019年度の鳥

取大会以来の対面開催と

なり、足を運んで頂けるか、

トラブルなく開催すること

ができるか、多くの不安も

ございました。エクスカー

ションや懇親会、ポスター

発表の開催は見送らせて

いただきましたが、1日目は

94名、2日目は86名と多く

の方にご来場いただくこと

ができました。この場を借

りて、大会の準備・運営に

て細部にまでご協力、ご配

慮いただきました皆様、企

画担当や口頭発表プログ

ラムの座長として各セッ

ションを円滑に進行してい

ただきました皆様に深く感

謝申し上げます。

大会1日目は、矢守学会

長の挨拶に始まり、午前2

つ、午後3つの分科会が開

催されました。換気をしっ

かり行いながらも白熱し

た質疑応答や議論に、会

場内の熱気は冷めること

がありませんでした。午後

には全体会が行われ、5つ

の分科会の企画担当者ら

が登壇し、パネルディス

カッション形式で、各分科

会で共有された課題やこ

れからの展望について意

見が 交わされました。

2023年度学会大会をホス

トしていただく常葉大学の

池田先生からもご挨拶を

頂きました。

大会2日目は、3会場に分

かれて合計21件の個人発

表が行われました。どれも

魅力的なご研究ばかりで、

幹事長の任を忘れて聞き入

りそうになりました。午後

には、恒例の公開シンポジ

ウムを開催、今年度のテー

マを「若者の語りのカタチ

と支える人　阪神・淡路大

震災から28年　東日本大

震災から12年」としまし

た。兵庫県立大学特任教

授の諏訪清二先生による

「若者の語りが持つ二つ

の意味を考える」と題した

基調講演の後に、対談①

中 村 翼 さ ん（ 語 り 部

KOBE1995）×舩木伸江先

生（神戸学院大学教授）、

対談②菊池のどかさん（東

日本大震災当時、釜石東中

学校3年生）×永沼悠斗さ

ん（大川伝承の会・3.11メ

モリアルネットワーク）や、

パネルディスカッションを

通して、両大震災の体験を

伝える若い語り部と、語り

部に寄り添ってきた人との

関係性から、語りのカタチ

について考える機会となり

ました。改めまして、学会大

会の開催にご支援いただき

ました皆様、ご来場いただ

きました皆様に御礼を申し

上げます。

法制度と現場
令和４年台風第１５号災害における
静岡県弁護士会の被災者支援
鈴木 秀昌

味な復興
味な復興 厚真産ハスカップ/酸いも甘いも
小山 敏史

令和4年台風第15号の影
響による記録的な大雨（9月
23日から24日）は、特に静
岡県において河川氾濫・内
水氾濫による浸水被害や土
砂流出入被害を広域にもた
らしました。
静岡県弁護士会は、電話
相談（9月28日開始）だけで
なく、静岡市3区役所での週
7日開催の定点相談会（静
岡市の要請。静岡県災害対
策士業連絡会により10月3

日開始）と、静岡市・浜松市
等の被災地域の自治会館等
におけるアウトリーチ型の
説明会・相談会（社協・自治
会・NPOの要請）を展開して
きました。
特筆すべきは、弁護士
会による相談としては発
災から相談開始までの期
間が過去最短（過去最速
の相談開始）であること、
定点相談会では10士業連
携かつ相談会場が区役所

というワンストップサービ
スを実現していること、そ
して、被災者に相談会の
存在等の情報が届いてい
ることです。
寄せられた相談は12月
15日時点で約1,200件に
上っており、報道されない
相談ニーズ・支援ニーズが
被災地において現に存在す
ることが確認されたものと
いえます。
相談内容は、公的支援制

度に関する相談が大半を占
めるほか、被災した所有建
物の処遇や既往のローン、
保険、建物賃貸借等に関す
る相談もみられます。また、
定点相談会では手続等が進
むごとに繰り返し相談に訪
れる被災者も多くみられ、
士業による継続的な支援が
実践されていることも特徴
的です。
令和5年1月以降は、静岡

市が11月から実施している
被災地域での戸別訪問調査
の結果を踏まえ、支援の必
要な方一人ひとりに寄り添う
個別的・継続的な連携支援
（災害ケースマネジメント）
のステージに入っていくもの
と思われます。

令和4年台風第15号災害における
静岡県弁護士会の被災者支援

第二東京弁護士会　鈴木 秀昌

「ハスカップ」をご存じ
ですか。高さ1m前後の樹
木に実る、大きさ3～8㎝の
楕円形の甘酸っぱい果物
で、主に北海道で自生、栽
培されています。私は四国
出身で、実は厚真町に移住
するまで、ほとんど知りませ
んでした。
厚真町はハスカップの栽
培面積が日本一です。役場
で働き始めた頃は観光担当
で、初めて生のハスカップ
を食べた時は‘意外？’なお
いしさにびっくりしました。

食べたことある方は「酸っ
ぱい」というイメージが強い
かも知れませんが、厚真町
では独自品種もあり、糖度
がスイカ程度ある品種もあ
ります。
その魅力を伝えようと物
産展やイベントなどPRに奔
走しました。結果は散々な
時もありましたが、徐々に
成果が感じられるように
なった折、「平成30年北海
道胆振東部地震」が発生し
ました。
ハスカップの多くは、山

際や山間部など、平地では
ない狭い農地に植えられて
おり、まさしくその場所を
土砂が襲いました。町全体
の栽培面積の4分の1、約1
万本以上が土砂に埋まりま
した。
絶望の中、震災前から6
次産業化などに積極的に
取り組んでいた一人のハス
カップ農家さんは復興へ
の強い決意のもと、震災2
週間後には札幌の物産展
へ出展し、その様子は多く
のメディアでも取り上げら

れ、知名度は各段に向上し
ました。
震災から4年、多くのハ

スカップが植えなおされ、
栽培面積は回復してきてい
ます。ただし、十分な量が
出荷できる「成木」になる
までには5年以上の月日が
必要です。
「酸いも甘いも」、さまざ

まな困難を乗り越えて栽培
されてきた「厚真産ハス
カップ」、是非、収穫時期の
6～7月に厚真町でご賞味く
ださい。

味な復興　厚真産ハスカップ／酸いも甘いも
厚真町まちづくり推進課　小山 敏史

復興味な味な味な味な
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関東大震災から100年が

たつ。大規模地震火災が10

万5千人の命を奪った今でも

未曾有の大震災である。重

機もない時代に7年間で

3600haもの木造密集市街

地を改造しビル化を進め被

災地復興を成し遂げた。そ

れは、目指す東京ビジョンを

震災前に描いていた“事前復

興”ではなかったのか。

■100年前の事前復興
関東大震災の6年前、1917

年内務大臣後藤新平を会長

に「都市研究会」が内務省内

に発足し、1918年都市計画

課が設置され、1919年に都

市計画法、市街地建築物法、

道路法等、1921年軌道法や

公有地水面法等、1922年に

借地借家調整法等、人口急

増で超過密な木造密集都市

を近代化すべく都市・住宅関

連法が制定されてきた。また

1919年東京市、1920年内務

省に社会局が設置され、託児

所、授産所、公営住宅など社

会事業も取り組まれた。

1920年11月外務・内務大

臣の後藤新平は東京市議に

も請われて東京市長に就任

し、東京市政の刷新を構想、

1921年4月「東京市政刷新要

綱」を発表、市予算の6年分

である8億円の予算で、重要

街路、下水道、港湾・水運、公

園・広場、社会事業施設、小

学教育施設整備など16重大

事業に取り組んだ。予算縮小

のなか託児所、市営住宅等

の社会事業施設、小学校の

鉄筋コンクリート校舎化も進

めた。1922年2月には（財）東

京市政調査会を設立して東

京市政刷新をめざすも、

1923年5月後藤新平は（その

東京ビジョンを胸に）東京市

長を辞した。

その4か月後、9月1日関東

大地震が発生した。9月2日、

余震と夜雲を火炎が照らすな

か、後藤新平は内務大臣に就

任、その直後に、一 遷都せず、

二 復興費に30億円、三 最新

都市計画で新都復興、四 地

主に断固として推進、の「帝都

復興の儀」を起案した。

後藤は事前復興である“東

京の復興ビジョン”をもって

帝都復興を指揮した。

■これからの事前復興
1995年1月17日阪神・淡路

大震災が発生した。神戸市で

は2日目夕刻に都市復興すべ

き被災地の調査が指示され、

2週間目に都市改造で復興す

る地区を建築基準法84条建

築制限区域として公表、2カ月

後に事業区域を都市計画決

定し、まちづくり条例を援用し

て復興まちづくり協議会を設

置し被災者参加による復興

まちづくり活動を推進、最初

の復興まちづくり計画は10カ

月後に決定された。

その時東京都は、55万棟

弱の全壊焼失という首都直下

地震の被害想定に取り組ん

でいたが、都市直下地震に学

べと兵庫県や神戸市等に職

員と被害想定委員のチームで

調査に赴いた。筆者のチーム

は「都市復興」で、約5倍の被

害からの復興を同じスケ

ジュールで取り組むには、事

前準備が不可欠と報告・提言

した。それを踏まえて、東京都

は都市復興の事前準備に取

り組むこととなったが、何から

始めるのか、それが最初の議

論であった。一つは被災地で

の住民参加による復興まちづ

くりを進めるための「復興マ

ニュアル」準備と、他は都市

復興がめざす都市ビジョンを

検討しておく「復興都市計画

(案)」準備である。前者は事

前公開する準備だが、後者は

行政資料の非公開準備であ

り、被災者参加による合意形

成を早める「復興マニュアル」

から着手した。1997年「都市

復興マニュアル」、1998年「生

活復興マニュアル」を策定し

復興準備は終わった。が、「こ

れでマニュアルを棚にしまえ

ば3年後にはその存在も忘れ

られる。マニュアルを活用でき

る人材育成こそ重要」と「都

市復興模擬訓練」を提案し、

1998年に開始した。

2000年東京都は震災予

防条例を「震災対策条例」

に改定して事前復興を位置

づけた。2001年に復興でめ

ざす「震災復興グランドデザ

イン」の策定、2003年に

「震災復興マニュアル」を

“復興施策編”と“復興プロセ

ス編”に改編した。

都市復興訓練は2022年

が第25回で、この間に23区

市が都市復興マニュアルを

策定し、16区市が70地区以

上で居住者と「復興まちづく

り訓練」を実施した。また、

都市計画マスタープランに

「復興まちづくりの方針」を

書き込む区市も増えている。

被災者が満足する復興まち

づくりのための事前復興は、復

興施策手順や住民参加マ

ニュアルよりも、被災後にめざ

す“復興まちづくり像”を事前に

共有する事前準備が重要だと

考えている。100年前の事前復

興“行政リーダーのビジョン”で

はなく、“地域と行政が合意し

共有するまちづくりビジョン”が

これからの事前復興である。

日本災害復興学会 ―関東大震災 　　  年―100

100年前の事前復興、これからの事前復興
中林 一樹（日本災害復興学会特別顧問・東京都立大学名誉教授）

2022年晩秋、コロナ禍

対応として「コロナ全数把

握」の見直しが全国的に開

始されたとのニュースを目

にして、それではこれまで

大災害に際して「被災者の

全数把握」はどうなされて

きたのか、改めて関心を抱

いた。そこで、災害社会学

史（社会学の一領域であ

る社会調査史を含めて）を

繙いてみたところ、全数調

査は関東大震災の「震災

調査」がもしかしたら最初

で最後だったのかもしれな

い…、と感じられた。この

点、学会員の皆さま、どな

たかご存じの方、ご教示い

ただければ幸いです！

関東大震災が発生して、

震災翌日、勅令により設置

された、総理を総裁とする

臨時震災救護事務局が、

実質的には内務省社会局

のもとで、震災から2か月

後の11月中旬に罹災者調

査を企画・実施して、年内

に調査票（世帯票／個人

票）を集約し、翌年6月に

『震災調査報告』を刊行し

ている。この調査では、

「罹災民は震災後各府県

に散布したから単に残存せ

る人口を調査しても被害の

真相を判明することは出来

ない」として、対象は三種、

設定された。それらは、

「東京・横浜両市の凡ての

人口」、「震災府県（東京・

神奈川・千葉・埼玉・静

岡・山梨・茨木）の罹災

者・避難者」、「震災府県

以外の各府県の避難者」。

厳密に見れば全被災者に

は及んでいないが、東京・

横浜は凡ての人口が対象と

された。

そして調査項目は、個

人・世帯員の被災状況、住

宅罹災、避難の場所と今後

の住所、罹災時の職業と希

望職業などとなっていて、

罹災人口のこれからの移

動と住宅、職業の手当てを

考えていくための基礎資料

となすとされている。住宅

政策や罹災者の移動につ

いては、田中傑『帝都復興

と生活空間』や北原糸子

『関東大震災の社会史』

に詳しい。それでは、失

業・希望の職業をたずねて

いることに関しては、それ

が後藤新平の大風呂敷と

はもう一つ別の復興思想、

福田徳三の営生機会論と

何か連関するところとなっ

ているのか、学会員の皆さ

ま、どなたかご存じの方、

ご教示いただければ幸い

です。

ここでは、こうした大震

災直後の大変な時期に、罹

災者の失業や避難・従前

住所への復帰意思を精緻

に把握しようとして、ここま

でそれを成し得た背景を

考えておきたい。それは何

より、1920年に実施され

た第一回国勢調査の経験

とその体制があったからだ

ろう。市町村内に調査区を

設定して、調査員を設定・

任命し、「実施上必要なる

細則の設定等は大体国勢

調査の例に倣い凡ての府

県に一任」して、回収に際

しては、市町村･郡･府県、

とそれぞれにおいてとりま

とめたものをより上位にお

いて編集する「一部分査方

式」を採用して、回収・点

検・集計が迅速・精確にな

された。

罹災民は全数調査され

た。しかしながら、同潤会

（臨時震災救護事務局の

後継）では、普通住宅・ア

パートメントハウス・分譲

住宅の建設にその力点は

移行し、対象は「主として

一般勤労階級」となる。そ

して「罹災者は続々と現住

地に復帰し或は焼材或は

焼鉄板を以って小屋掛を設

て陋屋を営み忽ちにして従

前よりも更に甚しき不衛生

地区を現出せんとするに

至った」ところで、これは震

災前から続く細民・不良住

宅地区改良事業の認識枠

組みに包摂されていくこと

となる。

そして…。帝都復興祭な

どの復興完成記念行事

（昭和5=1930年）が執り

行われた後、第二次世界大

戦 末 期 の 東 京 大 空 襲

（1945年）で下町は再び

大規模延焼火災に見舞わ

れ、10万余の犠牲者を数

えることとなる。この間、昭

和5、10、15年の3回、国勢

調査は実施されている。昭

和15年データは、その当時

は、「集計結果は戦時下の

特殊事情によって公開され

ず…原票として本局に保管

され」（総務省統計局）る

こととなったが、この戦災

と先の震災の焼失地図は

綺麗に重なりあうことに驚

かされる。米軍の戦略爆撃

調査では関東大震災復興

に関わる街並みの事情・

データをいかに取り入れて

いたのか…、学会員の皆さ

ま、どなたかご存じの方、

ご教示いただければ幸い

です。

関東大震災100年：被災・復興と調査
大矢根 淳（専修大学・日本災害復興学会前会長）
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関東大震災から100年が

たつ。大規模地震火災が10

万5千人の命を奪った今でも

未曾有の大震災である。重

機もない時代に7年間で

3600haもの木造密集市街

地を改造しビル化を進め被

災地復興を成し遂げた。そ

れは、目指す東京ビジョンを

震災前に描いていた“事前復

興”ではなかったのか。

■100年前の事前復興
関東大震災の6年前、1917

年内務大臣後藤新平を会長

に「都市研究会」が内務省内

に発足し、1918年都市計画

課が設置され、1919年に都

市計画法、市街地建築物法、

道路法等、1921年軌道法や

公有地水面法等、1922年に

借地借家調整法等、人口急

増で超過密な木造密集都市

を近代化すべく都市・住宅関

連法が制定されてきた。また

1919年東京市、1920年内務

省に社会局が設置され、託児

所、授産所、公営住宅など社

会事業も取り組まれた。

1920年11月外務・内務大

臣の後藤新平は東京市議に

も請われて東京市長に就任

し、東京市政の刷新を構想、

1921年4月「東京市政刷新要

綱」を発表、市予算の6年分

である8億円の予算で、重要

街路、下水道、港湾・水運、公

園・広場、社会事業施設、小

学教育施設整備など16重大

事業に取り組んだ。予算縮小

のなか託児所、市営住宅等

の社会事業施設、小学校の

鉄筋コンクリート校舎化も進

めた。1922年2月には（財）東

京市政調査会を設立して東

京市政刷新をめざすも、

1923年5月後藤新平は（その

東京ビジョンを胸に）東京市

長を辞した。

その4か月後、9月1日関東

大地震が発生した。9月2日、

余震と夜雲を火炎が照らすな

か、後藤新平は内務大臣に就

任、その直後に、一 遷都せず、

二 復興費に30億円、三 最新

都市計画で新都復興、四 地

主に断固として推進、の「帝都

復興の儀」を起案した。

後藤は事前復興である“東

京の復興ビジョン”をもって

帝都復興を指揮した。

■これからの事前復興
1995年1月17日阪神・淡路

大震災が発生した。神戸市で

は2日目夕刻に都市復興すべ

き被災地の調査が指示され、

2週間目に都市改造で復興す

る地区を建築基準法84条建

築制限区域として公表、2カ月

後に事業区域を都市計画決

定し、まちづくり条例を援用し

て復興まちづくり協議会を設

置し被災者参加による復興

まちづくり活動を推進、最初

の復興まちづくり計画は10カ

月後に決定された。

その時東京都は、55万棟

弱の全壊焼失という首都直下

地震の被害想定に取り組ん

でいたが、都市直下地震に学

べと兵庫県や神戸市等に職

員と被害想定委員のチームで

調査に赴いた。筆者のチーム

は「都市復興」で、約5倍の被

害からの復興を同じスケ

ジュールで取り組むには、事

前準備が不可欠と報告・提言

した。それを踏まえて、東京都

は都市復興の事前準備に取

り組むこととなったが、何から

始めるのか、それが最初の議

論であった。一つは被災地で

の住民参加による復興まちづ

くりを進めるための「復興マ

ニュアル」準備と、他は都市

復興がめざす都市ビジョンを

検討しておく「復興都市計画

(案)」準備である。前者は事

前公開する準備だが、後者は

行政資料の非公開準備であ

り、被災者参加による合意形

成を早める「復興マニュアル」

から着手した。1997年「都市

復興マニュアル」、1998年「生

活復興マニュアル」を策定し

復興準備は終わった。が、「こ

れでマニュアルを棚にしまえ

ば3年後にはその存在も忘れ

られる。マニュアルを活用でき

る人材育成こそ重要」と「都

市復興模擬訓練」を提案し、

1998年に開始した。

2000年東京都は震災予

防条例を「震災対策条例」

に改定して事前復興を位置

づけた。2001年に復興でめ

ざす「震災復興グランドデザ

イン」の策定、2003年に

「震災復興マニュアル」を

“復興施策編”と“復興プロセ

ス編”に改編した。

都市復興訓練は2022年

が第25回で、この間に23区

市が都市復興マニュアルを

策定し、16区市が70地区以

上で居住者と「復興まちづく

り訓練」を実施した。また、

都市計画マスタープランに

「復興まちづくりの方針」を

書き込む区市も増えている。

被災者が満足する復興まち

づくりのための事前復興は、復

興施策手順や住民参加マ

ニュアルよりも、被災後にめざ

す“復興まちづくり像”を事前に

共有する事前準備が重要だと

考えている。100年前の事前復

興“行政リーダーのビジョン”で

はなく、“地域と行政が合意し

共有するまちづくりビジョン”が

これからの事前復興である。
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100年前の事前復興、これからの事前復興
中林 一樹（日本災害復興学会特別顧問・東京都立大学名誉教授）

2022年晩秋、コロナ禍

対応として「コロナ全数把

握」の見直しが全国的に開

始されたとのニュースを目

にして、それではこれまで

大災害に際して「被災者の

全数把握」はどうなされて

きたのか、改めて関心を抱

いた。そこで、災害社会学

史（社会学の一領域であ

る社会調査史を含めて）を

繙いてみたところ、全数調

査は関東大震災の「震災

調査」がもしかしたら最初

で最後だったのかもしれな

い…、と感じられた。この

点、学会員の皆さま、どな

たかご存じの方、ご教示い

ただければ幸いです！

関東大震災が発生して、

震災翌日、勅令により設置

された、総理を総裁とする

臨時震災救護事務局が、

実質的には内務省社会局

のもとで、震災から2か月

後の11月中旬に罹災者調

査を企画・実施して、年内

に調査票（世帯票／個人

票）を集約し、翌年6月に

『震災調査報告』を刊行し

ている。この調査では、

「罹災民は震災後各府県

に散布したから単に残存せ

る人口を調査しても被害の

真相を判明することは出来

ない」として、対象は三種、

設定された。それらは、

「東京・横浜両市の凡ての

人口」、「震災府県（東京・

神奈川・千葉・埼玉・静

岡・山梨・茨木）の罹災

者・避難者」、「震災府県

以外の各府県の避難者」。

厳密に見れば全被災者に

は及んでいないが、東京・

横浜は凡ての人口が対象と

された。

そして調査項目は、個

人・世帯員の被災状況、住

宅罹災、避難の場所と今後

の住所、罹災時の職業と希

望職業などとなっていて、

罹災人口のこれからの移

動と住宅、職業の手当てを

考えていくための基礎資料

となすとされている。住宅

政策や罹災者の移動につ

いては、田中傑『帝都復興

と生活空間』や北原糸子

『関東大震災の社会史』

に詳しい。それでは、失

業・希望の職業をたずねて

いることに関しては、それ

が後藤新平の大風呂敷と

はもう一つ別の復興思想、

福田徳三の営生機会論と

何か連関するところとなっ

ているのか、学会員の皆さ

ま、どなたかご存じの方、

ご教示いただければ幸い

です。

ここでは、こうした大震

災直後の大変な時期に、罹

災者の失業や避難・従前

住所への復帰意思を精緻

に把握しようとして、ここま

でそれを成し得た背景を

考えておきたい。それは何

より、1920年に実施され

た第一回国勢調査の経験

とその体制があったからだ

ろう。市町村内に調査区を

設定して、調査員を設定・

任命し、「実施上必要なる

細則の設定等は大体国勢

調査の例に倣い凡ての府

県に一任」して、回収に際

しては、市町村･郡･府県、

とそれぞれにおいてとりま

とめたものをより上位にお

いて編集する「一部分査方

式」を採用して、回収・点

検・集計が迅速・精確にな

された。

罹災民は全数調査され

た。しかしながら、同潤会

（臨時震災救護事務局の

後継）では、普通住宅・ア

パートメントハウス・分譲

住宅の建設にその力点は

移行し、対象は「主として

一般勤労階級」となる。そ

して「罹災者は続々と現住

地に復帰し或は焼材或は

焼鉄板を以って小屋掛を設

て陋屋を営み忽ちにして従

前よりも更に甚しき不衛生

地区を現出せんとするに

至った」ところで、これは震

災前から続く細民・不良住

宅地区改良事業の認識枠

組みに包摂されていくこと

となる。

そして…。帝都復興祭な

どの復興完成記念行事

（昭和5=1930年）が執り

行われた後、第二次世界大

戦 末 期 の 東 京 大 空 襲

（1945年）で下町は再び

大規模延焼火災に見舞わ

れ、10万余の犠牲者を数

えることとなる。この間、昭

和5、10、15年の3回、国勢

調査は実施されている。昭

和15年データは、その当時

は、「集計結果は戦時下の

特殊事情によって公開され

ず…原票として本局に保管

され」（総務省統計局）る

こととなったが、この戦災

と先の震災の焼失地図は

綺麗に重なりあうことに驚

かされる。米軍の戦略爆撃

調査では関東大震災復興

に関わる街並みの事情・

データをいかに取り入れて

いたのか…、学会員の皆さ

ま、どなたかご存じの方、

ご教示いただければ幸い

です。

関東大震災100年：被災・復興と調査
大矢根 淳（専修大学・日本災害復興学会前会長）
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関東大震災から100年

が経過しようとしている。

災害史に限らず日本史に

おいても重要なこの震災

は、メディア研究でもター

ニングポイントとされてき

た。1925年に放送を開始

するラジオ放送事業はも

ともと民営にすることが

決まっていたが、震災を経

て方針転換し、非営利の

社団法人に統合された。

また、火災の被害は書物

焼失をもたらし、人びとの

読書に対する飢餓感は

「円本ブーム」を用意し

た。震災翌年の1924年は

『大阪毎日』と『東京朝

日』が〝発行紙数100万突

破〟を社告した年である。

関東大震災がメディア環

境に与えたインパクトは非

常に大きい。

一方で、興味深い事例の

ひとつに帝都復興祭の存

在がある。1930年の3月末

に挙行された、復興を祝う

イベントだ。よく知られる

ように、復興院総裁に任命

された後藤新平がリーダー

シップを発揮し復興計画

を用意した。その計画は批

判を浴びて縮小してしまう

ものの、東京は近代都市へ

と造りかえられていく。帝

都復興祭はこうした復興プ

ロセスの「頂点」に位置づ

けられてきた節目の出来事

である。

帝都復興祭の主なイベ

ントは3月24日の天皇巡

行、26日の復興完成式典

である。当時の新聞を捲る

と、東京市の人びとがお祭

り騒ぎでこのイベントを楽

しんだ様子が浮かびあがっ

てくる。東京市の人びとは

皆、街へとくり出しており、

『東京朝日』は「全東京が

空家になつたかと怪しまれ

る程の空前の賑はひ」だと

伝えている。さらに「ジッと

して居れず こころゆくまで

復興の歓び」「輝きわたる

大不夜城」という『東京日

日』の記事は、その盛り上

がりが夜通し続いたことを

知らせている（いずれも

1930年3月27日付）。現代

社会において、復興の完了

を祝う〝お祭り騒ぎ〟は成

立するだろうか。復興の完

成を高らかに叫び、騒ぎ立

て、そのお祭りに乱舞する

人びとの姿勢は、現代の規

範と大きく異なるものと思

われる。

もっとも、当時の議論に

おいては「慰霊」の要素が

「復興」を妨げると懸念さ

れていた（高野宏康「関東

大震災の公的な記念施設

と復興期の社会意識」）。

慰霊や哀悼と復興の祝賀

は分ける必要があり、9月1

日の「震災記念日」ではな

く、3月末に復興祭が挙行

されたと考えられる。言い

換えれば、こうした配慮が

あったからこそ、盛大に祝

うことができたのだろう。

また、より重要なこと

は、当時を生きる東京市の

人びとにとって〝復興の完

了〟という節目が何を意味

していたか、という問題で

ある。なぜなら、日本社会

における東京の位置付けと

関東大震災からの復興は

大いに関わる問題だったか

らだ。

震災発生直後、遷都論

が取り沙汰されるほどに東

京の地位は揺らいだが、

「帝都復興に関する詔書」

が発布されたことで安寧

を取り戻す。詔書によって

遷都論が打ち消されたの

だ。注意すべきは、この詔

書が〈復旧〉にとどまらな

い〈復興〉の完了を求めつ

つ、東京の帝都としての地

位を担保したものであった

ことだ。詔書の意味を完結

させるためには〈復興〉を

完了しなければならない

のである。裏を返せば、

〈復興〉が完了しなければ

東京の地位は揺らいでしま

う。だから、高らかに〈復

興〉を宣言しなければなら

なかった。

帝都復興祭における天

皇巡行は、復興が完成した

東京の姿を確認してもらう

ことで、東京が帝都である

ことを改めて認めてもらう

という重要な意味があっ

た。帝都として、お墨付き

をもらうためのイベントで

ある。だからこそ、東京の

人びとは首都にふさわしい

振る舞いを身につけるため

の公徳運動などに参加し、

イベントを盛り上げた。帝

都復興祭は東京にとって

重要な節目なのである。

これらの問題は、拙著

『〈災後〉の記憶史』（人

文書院、2019年）で詳しく

扱っている。そこでは長い

〈災後〉における記憶語り

を紐解いた。帝都復興祭

は震災語りが〈現在形〉か

ら〈過去形〉に変わる節目

でもある。翻って、100年と

いう節目。現代社会との対

応で、その節目の意味を改

めて考え、多様な語りを担

保していく必要がある。

「節目」の意味を考える
水出 幸輝（同志社大学）

南海トラフ巨大地震が起

きれば、1年後の広域避難

者は70万世帯を超えるとい

う想定がある。中部、近

畿、四国地方では、応急仮

設住宅の必要戸数を確保

できず、多地域への流出が

起きるというのだ。

ところが、わが国の被

災者支援の多くは住所地

の自治体に止まっていて

こそ受けられるという「属

地主義」の立て付けに

なっており、府県境を越

えると、たちまち被災者で

も、転居者でもない“漂流

被災者”となる危険性をは

らんでいる。

阪神・淡路大震災の神戸

でも、熊本地震の熊本でも

行政当局者は当初、「出て

いった方までは面倒をみれ

ない」と突き放した。

「戻りたいけど、戻れな

い」という悲痛なフレーズ

で、震災後2年経った頃か

ら、ようやく行政も存在に

気づき始めた阪神・淡路大

震災の広域避難者たち。戻

れない理由の一番は、住ま

いの問題だった。被災地で

は、仮設住宅解消に向け、

災害復興公営住宅への入

居は、県内被災者が優先さ

れた。

ところが、避難先では誤

解に基づく偏見が待ち受け

ていた。「震災、震災といつ

まで言ってるんだ。あいつ

ら100万円以上もらってるく

せに、廿えの度が過ぎる」

「いいわね、震災の人たち

はだいぶんお金をもらった

らしいから、家でもマン

ションでも買えるでしょ」

「ええ、24万円はいただ

きましたが、引っ越し等で、

そんなお金なくなりました」

と言い返すと、相手は一様

にしらけた顔で押し黙っ

た、と当時、支援団体の機

関紙に避難者たちの無念

の思いが綴られている。

戻りたいために住民票を

移さず、家を借りようとする

と、「一年間の給与の明細

書がなければ貸さないと言

われた」「病気になって動

けなくなったら、出て欲しい

と念書を取られ、畳替えさ

えしてくれなかった」と失

業者や独り身の高齢者には

冷たい仕打ちが続いた。

この点を教訓に、東日本

大震災に伴う東京電力福島

第1原子力発電所の炉心溶

融事故で発生した大量の

広域避難者に対しては、限

定的とはいえ、これまでに

ない支援策が採られ、属地

主義の壁を崩す支援制度

もいくつか提案された。

避難者数さえ把握でき

なかった阪神の反省から総

務省によって実施された

「全国避難者情報システ

ム」や、住民票を移してい

なくとも避難元と同じ行政

サービスが受けられる原発

避難者特例法の新設、避

難先の公営住宅を「みなし

仮設住宅」として入居でき

る特例など、それなりの効

果は挙げた。

ただ、福島県の被ばく地

を対象にした属地主義の

拡大版にとどまり、被ばく

の線引きから外れた地域

からの避難者を「自主避難

者」と呼んで区別するな

ど、支援の分断があったの

も事実だ。被災者生活再

建支援法の長期避難者支

援についても法の対象が

自然災害に限るとの理由

で原発避難者は除外され

ることがあった。

南海トラフ巨大地震で

は、太平洋沿岸の各地域か

ら避難した人たちは全国各

地に入り乱れることにな

る。属地主義では無く、属

人的な全国一律の支援策

を構築する必要があるだろ

う。例えば、原発避難者特

例法をベースにした「準市

民制度」だ。原発避難者に

ついては一部で「二重住民

票」が提唱されたが、選挙

権が二重になるなどのネッ

クがあった。準市民は避難

元か、避難先にのみ選挙権

を付与し、課税は避難元・

避難先で協定を結び、按分

する。それ以外は避難先で

も避難元と同じ市民待遇を

受けるという制度だ。マイナ

ンバーに準市民の資格を

設定すれば、避難者数を把

握することは瞬時に可能に

なるだろう。

今や人口減少時代であ

る。準市民制度によるマ

ルチハビタットによって、

2地域で暮らすネットワー

ク住民を許容する時代を

迎えてもよいのではない

だろうか。

・・・・・・・・・・・

投稿希望者は山中ya8s-

ymnk@asahi-net.or.jpまで

連絡をください。

東北から未災地への伝言
ひさいち

広域避難の発生に「準市民制度」の構築で備えよ
－被災者支援は属地的ではなく、属人的なシステムで－
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関東大震災から100年

が経過しようとしている。

災害史に限らず日本史に

おいても重要なこの震災

は、メディア研究でもター

ニングポイントとされてき

た。1925年に放送を開始

するラジオ放送事業はも

ともと民営にすることが

決まっていたが、震災を経

て方針転換し、非営利の

社団法人に統合された。

また、火災の被害は書物

焼失をもたらし、人びとの

読書に対する飢餓感は

「円本ブーム」を用意し

た。震災翌年の1924年は

『大阪毎日』と『東京朝

日』が〝発行紙数100万突

破〟を社告した年である。

関東大震災がメディア環

境に与えたインパクトは非

常に大きい。

一方で、興味深い事例の

ひとつに帝都復興祭の存

在がある。1930年の3月末

に挙行された、復興を祝う

イベントだ。よく知られる

ように、復興院総裁に任命

された後藤新平がリーダー

シップを発揮し復興計画

を用意した。その計画は批

判を浴びて縮小してしまう

ものの、東京は近代都市へ

と造りかえられていく。帝

都復興祭はこうした復興プ

ロセスの「頂点」に位置づ

けられてきた節目の出来事

である。

帝都復興祭の主なイベ

ントは3月24日の天皇巡

行、26日の復興完成式典

である。当時の新聞を捲る

と、東京市の人びとがお祭

り騒ぎでこのイベントを楽

しんだ様子が浮かびあがっ

てくる。東京市の人びとは

皆、街へとくり出しており、

『東京朝日』は「全東京が

空家になつたかと怪しまれ

る程の空前の賑はひ」だと

伝えている。さらに「ジッと

して居れず こころゆくまで

復興の歓び」「輝きわたる

大不夜城」という『東京日

日』の記事は、その盛り上

がりが夜通し続いたことを

知らせている（いずれも

1930年3月27日付）。現代

社会において、復興の完了

を祝う〝お祭り騒ぎ〟は成

立するだろうか。復興の完

成を高らかに叫び、騒ぎ立

て、そのお祭りに乱舞する

人びとの姿勢は、現代の規

範と大きく異なるものと思

われる。

もっとも、当時の議論に

おいては「慰霊」の要素が

「復興」を妨げると懸念さ

れていた（高野宏康「関東

大震災の公的な記念施設

と復興期の社会意識」）。

慰霊や哀悼と復興の祝賀

は分ける必要があり、9月1

日の「震災記念日」ではな

く、3月末に復興祭が挙行

されたと考えられる。言い

換えれば、こうした配慮が

あったからこそ、盛大に祝

うことができたのだろう。

また、より重要なこと

は、当時を生きる東京市の

人びとにとって〝復興の完

了〟という節目が何を意味

していたか、という問題で

ある。なぜなら、日本社会

における東京の位置付けと

関東大震災からの復興は

大いに関わる問題だったか

らだ。

震災発生直後、遷都論

が取り沙汰されるほどに東

京の地位は揺らいだが、

「帝都復興に関する詔書」

が発布されたことで安寧

を取り戻す。詔書によって

遷都論が打ち消されたの

だ。注意すべきは、この詔

書が〈復旧〉にとどまらな

い〈復興〉の完了を求めつ

つ、東京の帝都としての地

位を担保したものであった

ことだ。詔書の意味を完結

させるためには〈復興〉を

完了しなければならない

のである。裏を返せば、

〈復興〉が完了しなければ

東京の地位は揺らいでしま

う。だから、高らかに〈復

興〉を宣言しなければなら

なかった。

帝都復興祭における天

皇巡行は、復興が完成した

東京の姿を確認してもらう

ことで、東京が帝都である

ことを改めて認めてもらう

という重要な意味があっ

た。帝都として、お墨付き

をもらうためのイベントで

ある。だからこそ、東京の

人びとは首都にふさわしい

振る舞いを身につけるため

の公徳運動などに参加し、

イベントを盛り上げた。帝

都復興祭は東京にとって

重要な節目なのである。

これらの問題は、拙著

『〈災後〉の記憶史』（人

文書院、2019年）で詳しく

扱っている。そこでは長い

〈災後〉における記憶語り

を紐解いた。帝都復興祭

は震災語りが〈現在形〉か

ら〈過去形〉に変わる節目

でもある。翻って、100年と

いう節目。現代社会との対

応で、その節目の意味を改

めて考え、多様な語りを担

保していく必要がある。

「節目」の意味を考える
水出 幸輝（同志社大学）

南海トラフ巨大地震が起

きれば、1年後の広域避難

者は70万世帯を超えるとい

う想定がある。中部、近

畿、四国地方では、応急仮

設住宅の必要戸数を確保

できず、多地域への流出が

起きるというのだ。

ところが、わが国の被

災者支援の多くは住所地

の自治体に止まっていて

こそ受けられるという「属

地主義」の立て付けに

なっており、府県境を越

えると、たちまち被災者で

も、転居者でもない“漂流

被災者”となる危険性をは

らんでいる。

阪神・淡路大震災の神戸

でも、熊本地震の熊本でも

行政当局者は当初、「出て

いった方までは面倒をみれ

ない」と突き放した。

「戻りたいけど、戻れな

い」という悲痛なフレーズ

で、震災後2年経った頃か

ら、ようやく行政も存在に

気づき始めた阪神・淡路大

震災の広域避難者たち。戻

れない理由の一番は、住ま

いの問題だった。被災地で

は、仮設住宅解消に向け、

災害復興公営住宅への入

居は、県内被災者が優先さ

れた。

ところが、避難先では誤

解に基づく偏見が待ち受け

ていた。「震災、震災といつ

まで言ってるんだ。あいつ

ら100万円以上もらってるく

せに、廿えの度が過ぎる」

「いいわね、震災の人たち

はだいぶんお金をもらった

らしいから、家でもマン

ションでも買えるでしょ」

「ええ、24万円はいただ

きましたが、引っ越し等で、

そんなお金なくなりました」

と言い返すと、相手は一様

にしらけた顔で押し黙っ

た、と当時、支援団体の機

関紙に避難者たちの無念

の思いが綴られている。

戻りたいために住民票を

移さず、家を借りようとする

と、「一年間の給与の明細

書がなければ貸さないと言

われた」「病気になって動

けなくなったら、出て欲しい

と念書を取られ、畳替えさ

えしてくれなかった」と失

業者や独り身の高齢者には

冷たい仕打ちが続いた。

この点を教訓に、東日本

大震災に伴う東京電力福島

第1原子力発電所の炉心溶

融事故で発生した大量の

広域避難者に対しては、限

定的とはいえ、これまでに

ない支援策が採られ、属地

主義の壁を崩す支援制度

もいくつか提案された。

避難者数さえ把握でき

なかった阪神の反省から総

務省によって実施された

「全国避難者情報システ

ム」や、住民票を移してい

なくとも避難元と同じ行政

サービスが受けられる原発

避難者特例法の新設、避

難先の公営住宅を「みなし

仮設住宅」として入居でき

る特例など、それなりの効

果は挙げた。

ただ、福島県の被ばく地

を対象にした属地主義の

拡大版にとどまり、被ばく

の線引きから外れた地域

からの避難者を「自主避難

者」と呼んで区別するな

ど、支援の分断があったの

も事実だ。被災者生活再

建支援法の長期避難者支

援についても法の対象が

自然災害に限るとの理由

で原発避難者は除外され

ることがあった。

南海トラフ巨大地震で

は、太平洋沿岸の各地域か

ら避難した人たちは全国各

地に入り乱れることにな

る。属地主義では無く、属

人的な全国一律の支援策

を構築する必要があるだろ

う。例えば、原発避難者特

例法をベースにした「準市

民制度」だ。原発避難者に

ついては一部で「二重住民

票」が提唱されたが、選挙

権が二重になるなどのネッ

クがあった。準市民は避難

元か、避難先にのみ選挙権

を付与し、課税は避難元・

避難先で協定を結び、按分

する。それ以外は避難先で

も避難元と同じ市民待遇を

受けるという制度だ。マイナ

ンバーに準市民の資格を

設定すれば、避難者数を把

握することは瞬時に可能に

なるだろう。

今や人口減少時代であ

る。準市民制度によるマ

ルチハビタットによって、

2地域で暮らすネットワー

ク住民を許容する時代を

迎えてもよいのではない

だろうか。

・・・・・・・・・・・

投稿希望者は山中ya8s-

ymnk@asahi-net.or.jpまで

連絡をください。

東北から未災地への伝言
ひさいち

広域避難の発生に「準市民制度」の構築で備えよ
－被災者支援は属地的ではなく、属人的なシステムで－
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いろりの前でハゼ
の焼き具合をみる
榊照子さん

10月30日朝、晴れて穏や

かな長面浦の岸に一筋の煙

が上った。震災に耐えた築

150年を超す板蔵の中に火

が焚かれ、伝統の焼きハゼ

づくりが始まっていた。

早朝の長面浦で刺し網に

かかったハゼを竹串に刺し

て焼いているのは78歳の榊

照子さん。震災復旧工事で

作業場を失い、4年ぶりに

復活した。鮮やかな手さば

きを、蔵の持ち主の坂下清

子さん親子が見守る。

焼きハゼは、いろりで焼

いたハゼを天井につるして

1週間ほど燻した食材で、仙

台地方の雑煮の出汁にな

る。新鮮なうちに焼くと背

びれがピンと立ち、正月の

椀を華やかに彩る。長面浦

の焼きハゼは、その姿と燻

した風味に特徴がある。

榊さんは幼いころから父

と海に出てハゼを捕ってき

た。1歳年上の正吾さんと結

婚した後も船に乗り、家族

で焼きハゼを作り続けた。

2005年には保全すべき貴

重な食材として「スローフー

ド協会」（本部・イタリア）

の「味の箱船」に日本で初

めて認定され、トリノで開か

れた世界大会に清子さんと

招かれたこともある。

長面浦は大川小から3km

下流、新北上川河口域にあ

る周囲8kmほどの内湾で、

周囲の山から豊富な沢水が

流れ込む。震災前は西岸の

長面集落に146世帯、東岸

の尾崎集落に58世帯が暮

らしていた。震災後は災害

危険区域に指定され、住民

は内陸に集団移転した。

津波により照子さんは、父

と船と長面にあった自宅、作

業場を失った。6月まで避難

所で暮らし、7月に船が見つ

かった。9月には父も発見され

た。支援者の励ましと協力を

得て、尾崎の壊れた車庫を修

復して作業場として整え、12月

に焼きハゼづくりを再開した。

少しずつ、少しずつ地域

が復旧する中、人気者の正

吾さんが地元の神楽に飛び

入りして踊る姿も見られる

ようになった。その矢先、

道路工事のために作業場の

立ち退きを求められた。

長面地区には2012年夏、

約8mの防潮堤計画が説明

された。人的被害が大きく

不明者の捜索が最優先だっ

た長面の人々は考える間も

なく着工され、工事が進ん

でからその大きさに驚い

た。50mほどの湾口に架け

られていた小さな橋は、防

潮堤の高さに合わせ大橋梁

に代わることになり、照子さ

んの作業場は、取り付け道

路の用地に指定された。

2018年を最後に照子さ

んは、焼きハゼづくりを断

念した。2020年5月には、

正吾さんが亡くなった。

清子さんにも辛いことが

あった。震災前20年にわた

り生活改善グループ「はま

なす会」代表として、地産地

消活動に取り組んできた。

自宅で農家民宿を営み、訪

れる人に農漁業を体験しな

がら地場の食材を味わって

もらっていた。被災後は全

国からファンが駆けつけ、

支援した。そうした人 と々民

間助成金を得て集会施設を

建て、2015年に「はまなす

カフェ」を始めた。

流れが変わったのは2018

年、生活改善活動を所管す

る県から持ちかけられた6

次産業化事業が始まってか

らだ。当初は「お土産になる

品ができれば」という思いで

参加していた。野菜を栽培

する女性グループとの協働

も魅力だった。ところが事業

の力点は次第に加工品生産

に傾いていった。

紆余曲折あり翌年、3人

が別グループを作り、出荷

規格に満たない牡蛎を使い

30km離れた水産加工会社

の工場で生産したソースが

売り出された。バーニャカウ

ダに合うと宣伝された。野

菜は輸入品が使われた。清

子さんの「この場所が好き

だから、最高の食材で来る

人をもてなしたい」という気

持ちは行き場を失った。

そんななか、「お正月に焼

きハゼがないと寂しい」とい

う声が聞こえるようになっ

た。かつて地元食材を振る

舞った自慢の蔵も、災害危

険区域になり使う機会が

減った。若い世代と相談し

て特注のいろりを作った。

長面浦には被災前「海洋

ハ万物ノ宝庫ナリ」と刻ま

れた碑が建っていた。震災

12年目の秋、いろりに再び

火が灯った。傍らで照子さ

んが手際よく働き、身離れ

よくハゼを竹串に刺す技、

焼いたハゼを稲わらで編み

込む手順……地域の知恵を

若手に伝えている。豊かな

自然への愛着と誇りが、苦

難を超え、確かな形として

受け継がれつつある。

焼きハゼ 二度目の復活
東京大学大学院学際情報学府　中島 みゆき

私は高校入学を機に親元
を離れ、学校の寮で生活を
しています。令和2年7月
に、熊本県人吉・球磨地方
を襲った豪雨災害で、自宅
の前の橋が流され孤立した
という両親からの連絡が
入ってから、何が起こってい
るのかよく理解できないう
ちに連絡が途絶えました。
数日後ヘリで救助された両
親から電話が来るまでは、
様々な不安で押しつぶされ
そうでした。
数週間後、災害ボラン
ティアが地元へも入ること
ができるようになり、地元
へと戻ると、自宅の中に土

砂があり、道路も割れ、
数ヶ月前までの風景は一変
していました。それでも繰り
返しボランティアに入るうち
に、元のとおりとはいかな
いまでも、少しずつでも確
実に復興していく様子に喜
びを感じました。地元に戻
ることもできず、ライフライ
ンが閉ざされ苦しんでいる
友人に何もできなかった苦
しさを拭うことができ、泥ま
みれ汗まみれでも楽しんで
いる自分がいました。
何より地元のために連日

ボランティアに参加してくれ
る大勢の人の温かさがとて
も嬉しかったです。今回の災

害ボランティアを通し
て人と人の繋がりの
温かさを知りました。
ボランティア活動をす
る側だけでなく、ボラ
ンティア活動に取り組
んでることを涙を流し
て喜んでくれる人。暑
い中の作業だからと
冷たい飲み物やお菓
子など自分の生活が
大変なのにも関わら
ず差し入れをしてくだ
さる人。多くの人の温かさを
感じることができました。
私はこの災害とボラン
ティアをきっかけに、地域の
人と密接に関われる仕事に

付きたいと考えるようにな
りました。この経験をした
自分にしかできないことが
あると考え、頑張っていき
たいです。

ボランティア活動で得たもの
秀岳館高等学校 普通科3年　中村 光

復興復興若者通信若者通信

2022年9月23日に発生し
た台風15号災害は静岡県内
に大きな被害を及ぼしまし
た。私が現在住んでいる学
生寮は大きな被害のあった
静岡市清水区のすぐ隣の駿
河区にあります。影響で４日
間断水し、トイレが使えな

いなど不便な思いをしまし
た。しかし清水区では川の
氾濫で出た泥の撤去作業
や、長期間に及ぶ断水の影
響など、私が経験したことよ
りもはるかに苦しい思いを
しているとニュースや記事
で知りました。私が災害ボラ

ンティア活動に参加した理
由は、そんな被災状況を実
際に自分の目で見て触れて
みたいと思ったためです。
私は2回のボランティア活
動に参加し、どちらも主に
泥かきの作業を行いまし
た。1回目は大学付近にある
ご年配の方が経営する店で
行いました。泥かきは思っ
た以上に大変で、スコップ
を使い運ぶ重労働に加え、
その日は日差しがとても強
かったため、すぐに大量の
汗をかき、大変だったこと
を覚えています。
2回目は市の社会福祉協
議会が行っているボランティ

ア活動に参加しました。内容
は清水区で被害を受けた住
宅の泥かき作業の手伝いで、
私を含め5人で行いました。近
くには川が流れており、敷地
は道路から1m以上高さがあ
りましたが、家主さんの話に
よると川の水が地上1.5mほ
どまできたそうです。実際私
が泥かき作業を行った花壇
は高さがあったのですが、花
壇の植物にまで泥がかかっ
ていたため、いかに川の氾濫
がすごかったのかが分かりま
した。どちらの作業も少人数
では過酷な作業でした。
災害ボランティアは今回
が初めてでしたが、今回の
経験を糧にまた機会があれ
ば積極的に活動に参加した
いと考えています。

台風15号 被災者支援で泥かきに参加
常葉大学社会環境学部 2年　寺川 大智
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2022年度　京都大会報告
大会幹事長　中野 元太（京都大学）

2022年度の学会大会

は、京都大学宇治キャンパ

スを会場として、10月1日

（土）、2日（日）に開催さ

れました。2019年度の鳥

取大会以来の対面開催と

なり、足を運んで頂けるか、

トラブルなく開催すること

ができるか、多くの不安も

ございました。エクスカー

ションや懇親会、ポスター

発表の開催は見送らせて

いただきましたが、1日目は

94名、2日目は86名と多く

の方にご来場いただくこと

ができました。この場を借

りて、大会の準備・運営に

て細部にまでご協力、ご配

慮いただきました皆様、企

画担当や口頭発表プログ

ラムの座長として各セッ

ションを円滑に進行してい

ただきました皆様に深く感

謝申し上げます。

大会1日目は、矢守学会

長の挨拶に始まり、午前2

つ、午後3つの分科会が開

催されました。換気をしっ

かり行いながらも白熱し

た質疑応答や議論に、会

場内の熱気は冷めること

がありませんでした。午後

には全体会が行われ、5つ

の分科会の企画担当者ら

が登壇し、パネルディス

カッション形式で、各分科

会で共有された課題やこ

れからの展望について意

見が 交わされました。

2023年度学会大会をホス

トしていただく常葉大学の

池田先生からもご挨拶を

頂きました。

大会2日目は、3会場に分

かれて合計21件の個人発

表が行われました。どれも

魅力的なご研究ばかりで、

幹事長の任を忘れて聞き入

りそうになりました。午後

には、恒例の公開シンポジ

ウムを開催、今年度のテー

マを「若者の語りのカタチ

と支える人　阪神・淡路大

震災から28年　東日本大

震災から12年」としまし

た。兵庫県立大学特任教

授の諏訪清二先生による

「若者の語りが持つ二つ

の意味を考える」と題した

基調講演の後に、対談①

中 村 翼 さ ん（ 語 り 部

KOBE1995）×舩木伸江先

生（神戸学院大学教授）、

対談②菊池のどかさん（東

日本大震災当時、釜石東中

学校3年生）×永沼悠斗さ

ん（大川伝承の会・3.11メ

モリアルネットワーク）や、

パネルディスカッションを

通して、両大震災の体験を

伝える若い語り部と、語り

部に寄り添ってきた人との

関係性から、語りのカタチ

について考える機会となり

ました。改めまして、学会大

会の開催にご支援いただき

ました皆様、ご来場いただ

きました皆様に御礼を申し

上げます。

法制度と現場
令和４年台風第１５号災害における
静岡県弁護士会の被災者支援
鈴木 秀昌

味な復興
味な復興 厚真産ハスカップ/酸いも甘いも
小山 敏史

令和4年台風第15号の影
響による記録的な大雨（9月
23日から24日）は、特に静
岡県において河川氾濫・内
水氾濫による浸水被害や土
砂流出入被害を広域にもた
らしました。
静岡県弁護士会は、電話

相談（9月28日開始）だけで
なく、静岡市3区役所での週
7日開催の定点相談会（静
岡市の要請。静岡県災害対
策士業連絡会により10月3

日開始）と、静岡市・浜松市
等の被災地域の自治会館等
におけるアウトリーチ型の
説明会・相談会（社協・自治
会・NPOの要請）を展開して
きました。
特筆すべきは、弁護士

会による相談としては発
災から相談開始までの期
間が過去最短（過去最速
の相談開始）であること、
定点相談会では10士業連
携かつ相談会場が区役所

というワンストップサービ
スを実現していること、そ
して、被災者に相談会の
存在等の情報が届いてい
ることです。
寄せられた相談は12月
15日時点で約1,200件に
上っており、報道されない
相談ニーズ・支援ニーズが
被災地において現に存在す
ることが確認されたものと
いえます。
相談内容は、公的支援制

度に関する相談が大半を占
めるほか、被災した所有建
物の処遇や既往のローン、
保険、建物賃貸借等に関す
る相談もみられます。また、
定点相談会では手続等が進
むごとに繰り返し相談に訪
れる被災者も多くみられ、
士業による継続的な支援が
実践されていることも特徴
的です。
令和5年1月以降は、静岡
市が11月から実施している
被災地域での戸別訪問調査
の結果を踏まえ、支援の必
要な方一人ひとりに寄り添う
個別的・継続的な連携支援
（災害ケースマネジメント）
のステージに入っていくもの
と思われます。

令和4年台風第15号災害における
静岡県弁護士会の被災者支援

第二東京弁護士会　鈴木 秀昌

「ハスカップ」をご存じ
ですか。高さ1m前後の樹
木に実る、大きさ3～8㎝の
楕円形の甘酸っぱい果物
で、主に北海道で自生、栽
培されています。私は四国
出身で、実は厚真町に移住
するまで、ほとんど知りませ
んでした。
厚真町はハスカップの栽

培面積が日本一です。役場
で働き始めた頃は観光担当
で、初めて生のハスカップ
を食べた時は‘意外？’なお
いしさにびっくりしました。

食べたことある方は「酸っ
ぱい」というイメージが強い
かも知れませんが、厚真町
では独自品種もあり、糖度
がスイカ程度ある品種もあ
ります。
その魅力を伝えようと物

産展やイベントなどPRに奔
走しました。結果は散々な
時もありましたが、徐々に
成果が感じられるように
なった折、「平成30年北海
道胆振東部地震」が発生し
ました。
ハスカップの多くは、山

際や山間部など、平地では
ない狭い農地に植えられて
おり、まさしくその場所を
土砂が襲いました。町全体
の栽培面積の4分の1、約1
万本以上が土砂に埋まりま
した。
絶望の中、震災前から6
次産業化などに積極的に
取り組んでいた一人のハス
カップ農家さんは復興へ
の強い決意のもと、震災2
週間後には札幌の物産展
へ出展し、その様子は多く
のメディアでも取り上げら

れ、知名度は各段に向上し
ました。
震災から4年、多くのハ
スカップが植えなおされ、
栽培面積は回復してきてい
ます。ただし、十分な量が
出荷できる「成木」になる
までには5年以上の月日が
必要です。
「酸いも甘いも」、さまざ
まな困難を乗り越えて栽培
されてきた「厚真産ハス
カップ」、是非、収穫時期の
6～7月に厚真町でご賞味く
ださい。

味な復興　厚真産ハスカップ／酸いも甘いも
厚真町まちづくり推進課　小山 敏史

復興味な味な味な味な
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